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第

回 

 

相
模
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震 

 
 

 
※
２
０
２
３
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

関
東
大
震
災
を
起
こ
し
た
相
模
ト
ラ

フ
沿
い
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

８
級
の
地
震
が
今
後

年
以
内
に
起
こ

る
確
率
は
０
～

％
に
な
る
と
の
研
究

結
果
を
、
佐
竹
健
治
・
東
京
大
地
震
研

究
所
教
授
（
地
震
学
）
ら
が
ま
と
め
た
。

国
の
試
算
は
０
～
６
％
だ
が
、
三
つ
の

歴
史
地
震
を
新
た
に
採
用
す
る
と
不
確

実
性
が
広
が
っ
た
。

日
の
日
本
地
震

学
会
で
発
表
し
た
。 

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
２
０
１

４
年
、
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
震
活
動

の
長
期
評
価
と
し
て
、
Ｍ
８
級
の
地
震

の

年
間
の
発
生
確
率
を
０
～
３
％
と

試
算
し
た
（
そ
の
後
０
～
６
％
に
見
直

し
）
。
そ
の
際
に
採
用
し
た
歴
史
地
震

は
、
関
東
大
震
災
を
起
こ
し
た
大
正
（
１

９
２
３
年
）
▽
元
録
（
１
７
０
３
年
）

▽
正
応
（
１
２
９
３
年
）
の
三
つ
の
関

東
地
震
だ
。 

佐
竹
教
授
ら
は
こ
れ
に
加
え
、
明
応

（
１
４
９
８
年
）
▽
永
享
（
１
４
３
３

年
）
▽
元
慶
（
８
７
８
年
）
の
三
つ
の

関
東
地
震
の
い
ず
れ
か
が
、
相
撲
ト
ラ

フ
Ｍ
８
級
の
地
震
に
該
当
し
た
可
能
性

を
想
定
。
計
３
～
６
の
地
震
の
組
み
合

わ
せ
で
、

年
以
内
の
発
生
確
率
を
試

算
し
た
。 

そ
の
結
果
、
明
応
の
み
が
該
当
し
た

場
合
に
最
も
規
則
的
に
な
り
、
ほ
ぼ
３

１
０
年
お
き
に
発
生
す
る
と
さ
れ
た
。

前
回
の
発
生
は
１
０
０
年
前
（
関
東
大

震
災
）
な
の
で
、
発
生
確
率
は
０
％
に

な
っ
た
。 

一
方
、
全
３
地
震
が
該
当
し
た
場
合
、

永
亨
と
明
応
の
間
隔
が
約

年
と
狭
く
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最
も
不
規
則
に
な
り
、
発
生
確
率
は

％
と
最
も
高
く
な
っ
た
。 

こ
の
３
地
震
は
、
津
波
堆 た

い

積 せ
き

物
の
調

査
な
ど
で
関
東
地
震
で
あ
る
こ
と
が
有

力
視
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
古

文
書
の
記
載
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
も

あ
る
。 

佐
竹
教
授
は
「
国
の
評
価
は
裏
付
け

の
取
れ
て
い
る
３
地
震
の
み
を
採
用
し

て
い
る
た
め
、
次
の
地
震
ま
で
の
間
隔

は
長
い
。
一
方
、
近
年
で
は
他
に
も
関

東
地
震
の
候
補
が
複
数
出
て
き
て
い
る
。

い
ず
れ
か
が
関
東
地
震
だ
っ
た
場
合
、

発
生
間
隔
が
こ
れ
ま
で
の
評
価
よ
り
短

い
可
能
性
や
、
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
可

能
性
が
分
か
っ
た
と
話
し
た
。 

          

                          


